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� 改訂の序

この「緊急時応急措置指針」は、2017年 7月に［ERG 2016版］を
発行してから、3年が経ちました。
この間に、本書が提案している容器イエローカード（ラベル方式）制度は、
化学業界を中心とした産業界および消防庁等の行政にますます認知されるよ
うになっています。
本書の内容は、米国・DOT を中心に策定された原書である北米の

「Emergency	Response	Guidebook」に基づいていますが、この原書が
2020年に「2020	Emergency	Response	Guidebook	(ERG	2020)」
として改訂されました。そのため、これに沿って見直しを行い、本書を発行
する運びとなりました。修正箇所には、危険物の削除、新規追加、指針番号
の割当て変更、指針番号記載内容の更新等の修正を含んでいます。
危険物輸送時の安全対策に、本書が広く活用されることを期待しています。
2021年 5月

一般社団法人　日本化学工業協会
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